
印刷して学生
みなさんで

お読みください！

私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。
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大阪公立大学生協杉本キャンパス

組織部夏合宿
取り組み概要

日時：2022年9月25日
場所：生協組織部BOX
参加者数：
（対面）4名（オンライン）1名

POINT.1

この夏合宿は，普段生協組織部として活動していない人を招き，
大学生協について知ってもらい，一緒に活動を考えることを目的
として実施されました。
まずは，「協同」について学習し，生活協同組合とは何かにつ

いて理解する時間がありました。「協同」と似ている言葉に「協
力」がありますが，それらの違いについてもしっかりと触れられ
ていました。みんなが同じ願いをもって力を合わせるという「協
同」の考え方は，活動を考える上でも大切ですね。

「協同」について理解する

POINT.2

最初の時間で，生協（生活協同組合）について学習し
たので，今度は我々が所属している大学生協について，
その使命や成り立ちを学習しました。
組合員の3つの役割や，大学生協の4つの使命といった内

容は，これからの活動を考える上でのヒントがたくさん詰
まっています。一度原点に戻って活動を考えていくのも
大切なのかもしれませんね。

大学生協の成り立ちに触れる

背景や概要：改めて協同組合や大学生協
の成り立ちや仕組みを理解し，活動に込
められた想いを捉えなおすことで，組合
員視点で，来年度の新学期をはじめとす
る具体的な活動の計画を考えた。

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！

ブロック学生事務局 [ 中村 憲太郎 ] 
Nakamura.Kentarou@univ.coop

POINT.3

大学生協に込められた想いを学んだあとは，これからの活動を考え
る時間がたっぷり用意されていました。組合員の現状に目を向け，「何
のために活動するのか」を大切にしながら企画作成が行われていました。
参加した下級生を中心に多くの意見が飛び交い，上級生からの的確な
アドバイスもあって，活発な意見交換がなされていました。
一人一人のアイデアはどれも素晴らしく，活動の可能性の広がりを

実感し，目がキラキラ輝いていました。今後の活動が楽しみですね。

組合員視点での活動づくり
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